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◎
市
民
大
玉
運
び
競
争

　

当
日
、
陸
上
競
技
場
に
集

ま
っ
た
人
た
ち
全
員
で
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
大
玉
を
い
か
に
早

く
運
ぶ
か
を
競
い
ま
す
。

▽
会
場　

陸
上
競
技
場

▽
時
間　

午
前
10
時
40
分
〜

▽
試
合
方
法　

　

１
チ
ー
ム
30
人
程
度
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦

◎
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　

輪
投
げ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ゴ
ル
フ
体
験

▽
会
場　

自
由
広
場

▽
時
間　

・
午
前
の
部  

午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
の
部  

午
後
１
時
〜
３
時

▽
対
象　

　

お
お
む
ね
小
学
生
以
上
の
方

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
体
験
は

「
午
後
の
部
」
の
み
実
施

◎
室
内
温
水
プ
ー
ル

　

市
民
無
料
開
放

　

室
内
温
水
プ
ー
ル
を
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
市
民
の
方

限
定
で
無
料
開
放
し
ま
す
。
こ

の
チ
ャ
ン
ス
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

　

９
月
は
、「
茨
城
県
認
知
症

を
知
る
月
間
」
で
す
。
認
知
症

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

１　

認
知
症
は
「
病
気
」
で
す

〜
認
知
症
の
症
状
〜

　

認
知
症
と
は
、
脳
に
何
ら
か

の
原
因
で
障
が
い
が
起
き
、
脳

の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

「
物
忘
れ
」
や
「
判
断
能
力
低

下
」
な
ど
日
常
生
活
が
う
ま
く

行
え
な
く
な
る
「
脳
の
病
気
」

で
す
。
認
知
症
を
起
こ
す
病
気

は
、
大
き
く
分
け
る
と
２
種
類

に
な
り
、
一
つ
は
脳
血
管
性
認

知
症
、
も
う
一
つ
は
変
性
疾
患

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
）
で
す
。

◎
主
な
症
状

・
記
憶
障
が
い　

最
近
の
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
う
。
同
じ
質

問
を
繰
り
返
す
。

・
見
当
識
障
が
い　

今
が
い
つ

な
の
か
、
こ
こ
は
ど
こ
な
の

か
分
か
ら
な
く
な
る
。

・
判
断
力
の
低
下　

真
夏
で
も

セ
ー
タ
ー
を
着
る
。
真
冬
で

▼
受
付
・
開
催
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
開
催
日
程
・
場
所

☆
偶
数
月
に
は
臨
床
心
理
士
が

出
席

▼
問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
介
護
福
祉

課
）
内
線
１
７
７

　

☎
45
・
１
７
４
４
（
直
通
）

６　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

（
家
族
の
会
）は
32
年
前
に
結
成

さ
れ
、
全
国
に
約
１
万
人
の
会

員
が
い
る
公
益
社
団
法
人
で
す
。

▼
会
場
・
開
催
日
時

・・
つ
く
ば
市
役
所
（
つ
く
ば
市 

苅
間
２
５
３
０ - 

２
）

　

毎
月
第
１
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

・・
水
戸
合
同
庁
舎
（
水
戸
市
柵

町
１ - 

３ - 

１
）

　

毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
問
合
先　
（
公
社
）認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
茨
城
県
支
部

　

☎
０
２
９･

８
７
９･

０
８
０
８

も
薄
着
で
外
出
す
る
。

２　

お
気
付
き
で
す
か
？

〜
認
知
症
を
知
ら
せ
る
信
号
〜

　

次
の
よ
う
な
日
常
生
活
の
変

化
に
気
付
い
た
ら
、
早
め
に
か

か
り
つ
け
の
医
師
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を
!!

・・
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

・・
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く

な
っ
た
。

・・
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

・・
以
前
は
あ
っ
た
関
心
や
興
味

が
失
わ
れ
た
。

・・
水
道
の
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
、

ガ
ス
の
火
の
消
し
忘
れ
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

・・
財
布
や
お
金
な
ど
を
盗
ま
れ

た
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

３　

認
知
症
の
診
断
・
治
療

　

認
知
症
の
中
に
は
、
治
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
早
期
診
断
・
早
期
治
療
が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

４　

認
知
症
の
予
防

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
脳
の
病
気
で
す
が
、
日
常

の
生
活
習
慣
に
注
意
す
る
こ
と

で
発
症
や
進
行
の
リ
ス
ク
を
抑

え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
食
事
や
運
動
な
ど
、
ま
ず
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
！

　

認
知
症
の
予
防
に
は
、
高
血

圧
・
高
脂
血
症
・
肥
満
な
ど
生

活
習
慣
病
の
対
策
が
有
効
に
な

り
ま
す
。

●
意
識
し
て
脳
を
使
い
、
脳
の

活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う

　

脳
を
活
性
化
す
る
た
め
に
一

番
大
切
な
こ
と
は
、「
楽
し
く
」

行
う
こ
と
で
す
。
本
人
が
好
き

な
こ
と
を
し
た
り
、
仲
間
と
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で

す
。「
楽
し
い
」「
う
れ
し
い
」

と
い
っ
た
感
情
が
伴
え
ば
、
効

果
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。

５　

認
知
症
の
方
の

　
　

家
族
の
つ
ど
い

　

認
知
症
の
方
は
、
症
状
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
す
る
た

め
、
介
護
す
る
家
族
の
方
は
対

応
の
仕
方
に
悩
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。介
護
の
方
法
は
人
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の

方
が
介
護
の
悩
み
を
お
持
ち
で

す
。「
認
知
症
の
方
の
家
族
の
つ

ど
い
」は
、認
知
症
の
人
を
抱
え

る
介
護
者
同
士
が
お
互
い
に
話

し
合
い
、耳
を
傾
け
る
場
と
し
、

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
３
回
健
康
ス
ポ
ー
ツ

第
３
回
健
康
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

当
日
自
由
参
加
イ
ベ
ン
ト

当
日
自
由
参
加
イ
ベ
ン
ト

平成25年 平成24年

３
月
13
日
㈬

☆
２
月
13
日
㈬

１
月
９
日
㈬

☆
12
月
12
日
㈬

11
月
14
日
㈬

☆
10
月
10
日
㈬

市役所
和室

市役所
小会議室

認
知
症
に
対
す
る

認
知
症
に
対
す
る

    

理
解
を

理
解
を

深
め
ま
し
ょ
う

深
め
ま
し
ょ
う


